
 

 

GMT 会員維持・退会防止委員会 第１回議事録 

 

２０１８年８月３日（金） 

場所：カラオケ館大ガード店 

１５時４５分〜１７時３０分 

司会進行 小方副委員長 

 

１．ガバナー挨拶 ライオンズクラブ 330-A 地区ガバナー L 今井文彦 

→ご欠席のため、割愛された。 

 

２．委員長挨拶  GMT 副コーディネーター、GMT 会員維持・退会防止委員会委

員長 L 高桑昌彦 

 

３．自己紹介       全 員 

各 L より 1 人 1 分程度で自己紹介がされた。 

主にライオンズ歴、所属クラブ、一年間の抱負が話された。 

 

4．配布資料の確認       小松副委員長 

小松 L より配布資料の確認がされた。 

 

5．議事        委員長 L 高桑昌彦 

（１）今年度の方針 

 ・ガバナー諮問事項について 

 ・委員会としてやるべき業務と分担 

高桑委員長より 

会員数の推移の説明 

→各年度ごとの 330A 地区の会員数の推移、全日本の人数の推移が説明された。 

92 年度以降、ライオンズクラブの人数が減少してきていることを認識してほしい。 

ポイントとしては、94 年度〜95 年度に 330A 地区の人数が最大になった。 

期首からの会員動静の説明→621 名の入会に対し、645 名が退会した。死亡者 35 名。 

年間でマイナス 24 名の微減となった。全国をみると、35 地区中１つしか純増していない。 



330A 地区はまだ悪い状況ではない。 

各自、自クラブの内容を確認しておいてほしい。 

クラブ名称変更等の説明 

昨年度、4 クラブが合併した。東京八重洲 LC+東京京橋 LC、東京セントラル LC+東京代

官山 LC 

199 クラブ中、70 クラブが正会員 15 名程度になっている。その場合、例会が数名程度にな

ってしまっているところもある。 

合併を推進する文化が LC にはまだ極めて少ない。クラブごとの伝統と格式が重視されてい

る。合併に成功したクラブの話を聞くことも今後重要となる。 

その他として、方針及び流れの説明 

① 放っておくと解散の危機にあるクラブが多い。１クラブ解散すると、退会者が多く出て

しまう。 

② 総務の担当者として。久富木 L、塚松 L、L 佐藤が選出された。 

③ GMT の説明がされた。GMT→基本的には会員増強・退会防止・エクステンションの３

委員会で成り立っている。 

④ GLT、FWT、GST の説明がされた。 

⑤ 昨年の退会防止のシンポジウムの説明。140 名以上が集まった。田中 L のパンフレット

の確認がされた。退会防止、会員増強のシンポジウム。GMT グループと一緒に今年も

やるか今後検討。 

⑥ 自クラブ例会等にバッジをつけてほしい。「レッツステイ」が標語 

⑦ 名簿の説明→ラインでやり取りをしていく。 

 

（２）その他 

 ・上半期の委員会スケジュールの確認 

小方副委員長より委員会日程の説明がされた。 

委員会の日程調整→例会の日程とかぶらないようにする。 

金曜日で進める方向で小方 L が確認。 

次回９月２１日に決定。 

９月３日を削除し、第 2 回を 9 月 21 日に変更。これに伴い、 

３回目 10 月１日 

4 回目 11 月 7 日 

5 回目 12 月 3 日→忘年会 

L 佐藤が懇親会の手配担当する。 

塚松 L と林副幹事で会議室の確認。取れなかった場合はルノアールで開催。 

注意点としては、だれを呼ぶかの確認。→今井ガバナー、関キャビネット幹事、中村事務局

長、石井 L、篠 GMT コーディネーター、、林あつみ副幹事には毎回ご案内をする。 



今回のキャビネットでの取り決め→出欠名簿の提出。どの方法で出欠確認をとるか。 

→メールおよび FAX で出欠確認することとされた。 

 

小方副委員長より 

昨年初のキャビネットに入り、一体感ができたのはシンポジウム。 

達成感などを考えると、シンポジウムをやるのが良いのではないか。 

 

小松副委員長より→会員維持等について、どのように考えているか意見を求める。 

樋口Ｌから発言→内紛などがあり解散した。もともと 8人くらいで拡大もしようとしない。

町田中央 LC が解散し、メンバーが入ることに。シンポジウムで登壇し話せるとよい。 

→退会防止によい話である。JC 関係者を樋口 L が引っ張り若返りを果たした。 

今後も増えていく予定。入会予定者が 35 名。 

仕事の事情で賛助会員から正会員に復帰することもある。 

町田中央 LC として成功した場合、改めて報告をしたい。 

 

山口 L→昨年、会員増強を果たした。新宿北 LC 数年間２名のライオンでやっていた。 

ライオンズ全体として新宿北を盛り上げようという動きがあった。 

古いメンバーが多いことについて、退会維持の見地から言いたいこと→前のクラブで４名

の女性を入れた。4 名ともやめてしまった。女性だからということで先輩メンバーに差別的

発言をされてしまった。退会防止の見地からやりがいを与えられることが重要だが、クラブ

としてできなかった。 

奉仕といいながら何やっているのかという指摘があった。募金活動をしたりすると、女性が

やりがいを感じてくれた。 

 

質問：退会者は古い方が多いのか、新しい方が多いのか。 

高桑委員長より→家族会員の退会が一番多い。また、入会して 5 年未満のメンバーが辞め

ていくことが多い。新人が育たないとよくないので、入会して間もない人に役割を与える。 

 

永井 L→正会員 23 名だった。賛助会員を増やしたところ、その賛助会員が正会員となった。

２年前が正会員 25 名→現在 32 名となった。死亡と家族会員以外退会なし。 

薬物乱用防止活動に力を入れ始めた。薬物乱用防止教室を HP にアップすることで、LC の

活動が見えるようになった。 

メインアクティビティがあるかどうかでクラブが盛り上がる。 

吉祥寺のメインアクティビティとして井之頭公園の清掃があり、これで知名度が上がった。 

 

齋藤 L：新宿はアクティビティも充実しており、いい方ばかりで楽しいライオンズライフを



送っている。  

 

田中 L より：シンポジウム良かったので、今期もやった方がいいと思う。 

マニュアルを改定し、今期に沿った形に変更する。会員増強との差別化を図る。 

 

西脇 L：他クラブのことはよくわからない。入会後やめた人は数名。豊島は正会員がほとん

どで構成されている。 

 

塚松総務：昨年山王幹事として役割を与えてもらえ、やりがいが出た。 

山王は 3 期目になって、寺垣幹事のもと、クラブ全体で主体性をもってやれている。 

 

久富木 L：同期 L がいると、楽しくやりやすい。小方 L が２年で 20 名以上のスポンサーを

しており、同期が多く楽しくやれている。前回の例会の出席率が 90％近い。 

 

寺垣 L：クラブの合併に興味がある。 

どこから合併の話が湧き上がってクロージングするのか。 

→ゾーンの横のつながりなどで湧き上がってくる。諮問委員会で合同例会の話が上がって

くる。合併への意識を高められるといいと考えている。 

 

6．次回日程について 

  日時：2018 年９月 21 日（金）15 時 45 分〜17 時 30 分 

  場所：未定 

 

7．閉会の挨拶      小方副委員長 

合併の話がうちのゾーンでも上がっている。賛助も何名かいる。 

新旧メンバーの融合が難しいので、ここには力を入れなければいけない。 

合併については、今後も具体的に確認していきたい。違う団体にいくよりもライオンズに

残ってもらい、楽しく活動していきたい。 

以上 

 


